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５ 1 辺が 3cm の立方体ＡＢＣＤ－ＥＦＧＨがあります。

図１のように 4 点Ａ，Ｃ，Ｆ，Ｈを頂点とする三角すいを立体アとします。

次の問いに答えなさい。

(1) 立体アの体積を求めなさい。

次に，4 点Ｂ，Ｄ，Ｅ，Ｇを頂点とする三角すいを立体イとします。

図２は，立体アと立体イを組み合わせた立体を表したものです。

この立体を立体ウとします。

(2) 立体アと立体イが重なっている部分の体積を求めなさい。

(3) 立体ウの体積は，(2)で求めた体積の何倍か求めなさい。
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(1) 立体アは立方体から，三角すい

Ｆ－ＡＢＣと合同な三角すいを

Ｆ－ＡＢＣを含めて 4 個取り除いた

ものなので，体積は

3 × 3 × 3 － 3 × 3 × × 3 × × 4

＝ 27 － 18 ＝ 9cm３ です。

(2) 右図で，面ＡＦＨと面ＢＧＤは平行

なので，

ＡＣとＢＤ，ＣＦとＢＧ，ＣＨとＧＤ

の交点をそれぞれＰ，Ｑ，Ｒとすると，

三角すいＣ－ＡＦＨとＣ－ＰＱＲは相似

で相似比はＣＡ：ＣＰ＝ 2：1。
よって，体積比は 2 × 2 × 2：1 × 1 × 1

＝ 8：1。
三角すいＣ－ＡＦＨは立体アなので，

(1)より，体積は 9cm３ ，

三角すいＣ－ＰＱＲの体積は

9 × ＝ cm３ となる。

立体アと立体イが重なっている部分は，立体アから，三角すいＣ－ＰＱＲと合同

な三角すいをＣ－ＰＱＲを含めて 4 個取り除いたものなので，

体積は 9 － ＝ 9 － ＝ 4.5cm３ です。

(3) 立体ウは立体アと立体イの重なった部分に，三角すいＣ－ＰＱＲと合同な三角す

いをＰ－ＰＱＲを含めて 8 個つけ加えたものなので，体積は

4.5 ＋ × 8 ＝ 4.5 ＋ 9 ＝ 13.5cm３。

これは(2)で求めた体積の 13.5 ÷ 4.5 ＝ 3 倍 です。
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